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論文内 容の要 t::. a 
人唾石の物理化学的性状，とりわけ主成分である無機質について， tricalcium phosphate，あるい
は whit1ockite，あるいは hydroxyapatite であるとするものなど，それぞれ報告者によって結果が
まちまちである。この乙とは，従来この方面の研究が主としてX線回折法によって行われて来たもの
の，唾石は比較的結晶性が低く，従って解析が困難であること，あるい非品部分に対する解析ができ
なかった乙となどに，原因があるように思われる。また粒子の大きさについては，従来結晶部分につ
いてのみ報告がなされ，非品部分を含めた粒子の大きさは明らかにされていない。さらに，肉眼的な
唾石の層状断面が，唾石粒子の規則正しい配列を意味するのかどうかなどについても明らかでない。
そこで，本研究は結晶部分とさらに非晶部分を含めた唾石の性状をより明確にする目的で行ったも
のである。研究にはX線回折法，赤外線吸収法，およびX線小角散乱法を用いた。
研究材料には外科的に摘出した唾石を用いた。これら唾石を水洗の後， 60 0 C, 24時間乾燥し，メノ
ウ乳鉢乳棒で 200mesh 以下の細粉とした。また唾石中心部と周辺部との聞に構造上の違いがあるか
どうかを知る目的で，両部よりそれぞれ粉末試料を作成した。一部の粉未試料には，結晶性を高める
目的で， 3000C, 6000C, 900 0C，それぞれ30分間の加熱処理を施した。以上の各粉未試料をいずれも，
減圧したシリカゲJレ・デシケーター中で24時間乾燥し，赤外線吸収測定の際に水分の影響がないよう
注意した。
以上の粉末試料についてX線回折および赤外線吸収による解析を行った。また唾石の無機結晶の配
向の有無を検索する目的で，輪切り切片を作成した。
粉末試料のX線回折では， 2 (}が 10 0 から 90 0 の範囲について測定を行った。試料の同定は Hana­
walt 法によった。唾石の輪切についてはラウエ写真法により配向の有無を検索した。赤外線吸収で
は， KBT 錠剤法を用い， 4000cm- 1 から 650cm- 1 の領域のスペクトノレを測定した。また士 50 の散
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乱角につき X線小角散乱を測定した。小角散乱の解析には Fankuchen らの幾何学的解析法を応用し
た。粒子の大きさは，粉末試料を球形粒子と仮定して， Guinier の方程式
(42R022 log 1 = log n2 Mle 一二三一一一5 ﾀ2 
lこより計算を行って求めた。粒度分布の計算には，角戸らによっ導びかれた式
(I=C2de一等づ
を応用した。
以上の諸法を用いて解析を試みた結果，以下の成績を収めた。
X線ラウエ写真から，唾石はきわめて結晶性が低く，配向を示さない乙とがわかった。末処理試料
の無機成分は，主として hydroxyapa tite であり，さらに whit10ckite の存在が弱いX線反射ながら
回折像から認められた。
900 0C 熱処理試料の無機成分は，主に whit10ckite であり，さらに hydroxyapatite の残留が，や
や弱い反射ながら認められた。 x線結品学的に唾石中心部と周辺部の構造上の差は認められなかっ
7こ。
粉末試料の赤外線吸収スペクトノレは， 1030 および 1090cm- 1 に P04ーーの最も強い吸収バンドを
示し， 1455 , 1415 および 870cm- 1 に C03-- ， 1654cm- 1 に amide，そして 3420cm- 1 に OHーの，
それぞれ中等度の吸収ノインドを示した。また 2930cm- 1 に弱し、脂質の吸収バンドが認められた。熱処
理によって，これら試料の P04ーーおよび C03-ーの吸収バンドは， しだいに強くなったのに反し，
amide および脂質の吸収バンドはしだいに消滅した。中心部試料の P04ーーバンドは，周辺部に比べ
てわずかながらより強い吸収を示した。
X線小角散乱法による解析の結果，唾石粉末試料の粒子試料の粒子慣性半径は 8uA から 150A の
範囲に最も高い頻度の分布を示した。
以上，結晶部分に加えて非品部分の存在を考慮し，唾石の性状を調べた結果， X線回折および赤外
線吸収から， 唾石の無機成分は， 主として hydroxyapatite および whit10ckite からなり， 少量の
carbonate-containing apatite も含まれ，有機成分は主として蛋白質と， わずかな脂質とからなると
考えられる。そして唾石はきわめて結品性が低く，周辺部に比して中心部がより密に石灰化せられて
おり，分子のオーダーでは配向していないこと，粒子慣性半径は 80A から 150A の範囲に最頻値を
示すことが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，人唾石の性状について，物理化学的に研究を行ったものであるが，従来ほとんど解明さ
れていなかった唾石の非品部分と結品部分との関係について解析を行い，重要な知見を得たものとし
て価値ある業績であると認める。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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